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活動報告書 
報告者氏名：中島亞耶 石田勇人        所属：都立あきる野学園    記録日：2015年 2月 14日   

【対象生徒の情報】 

●学年        特別支援学校高等部１年/１６歳 

●障害名       ■肢体不自由  ◎■重度重複障がい  ■視覚障がい 

●障害と困難の内容 

○全般的な様子：自分での日常動作や発話は難しく、医療的ケアも必要としている一方、周囲の話をよく聞いていて表

情豊かであり、問い掛けへの応答を口の開閉の動きで表すことができる。 

○言語・コミュニケーションにかかわる、聴覚・視覚の活用の様子 

聴覚の様子 

・言語理解に関して：人の話に表情豊かに傾聴し、口の開閉で Yes/No を表すことができる。昨日の出来事などを尋ね

ると、連絡帳の記載と合っており、日常的に使われる言葉などをよく理解している様子がある。 

（コミュニケーションにおいて、聴覚を主として活用している） 

・応答の様子に関して：Yes/No の思いがはっきりとしている時、口を最大に開けたり（Yes）口を動かさない（No）というこ

とができる。そのため、わからない・考え中などの Yes/No で答えられないような思いの時は、目を上方に寄せたり口

の開き方が中間的になったりするなど、感情がそのまま表情に表れるので、Yes/No の時と比較して明確な違いが見

られる。このような場面では、さらに問い掛けや説明をすると、生徒にとって気持ちに合うことばがあった時に、明確な

Yesの口の動き（最大に開ける）で答えるというやりとりとなる。 

生徒のこのような理解の様子から「生徒の頭の中にあることを何かのツールで表すことができないか？」ということが

昨年から話題となっていた。 

視覚の様子 

医療では明暗程度とされているが、人が来た時の声のする方向に目を寄せる様子はある。また、iPad のカメ

ラのスリープ（光の消灯）に気付く様子も見られる。しかし、物を目の前で見せたり、人が目前に来た時な

どに、目の焦点が合う様子は見られない。特に、写真や絵等の違いを区別して選んで表現することに視覚を

活用するのは難しい。 

 

 

 

 

○身体的状況や学校生活について 

・昨年度末、気管切開手術を行い、呼吸器の使用を開始した。口鼻腔・気管内吸引を必要とする。 

・呼吸器との位置関係から、現在のところ車椅子座位以外の姿勢では仰向け姿勢をとることがほとんどである。 

・食事は経管栄養（喉頭気管分離のため、味見等の経験ができる）。 

・医療的身体的事情等から、登校日数が限られたり（時々、入院もある）、登校時間帯が限られ変動もある。（例：冬は１

１時頃に登校～３時頃下校など） 

【活動目的】 

・当初のねらい          聴覚による「ことばの選択」で、自分で伝えられることを経験する。 

（聴覚を生かして自分で伝える・表すことに、iPadを利用する試み） 

・実施期間         ２０１４年６月～２０１５年１月まで（報告時点） 

・実施者              中島亞耶（※１） 石田勇人（※２） 

・実施者と対象生徒の関係  自立活動（言語）担当者（※１） 対象生徒の学級担任（※２） 

◎コミュニケーションにおいては、聴覚の方が充実して活用できる。 

＊困難となること：様々に感じている自分の思いを Yes/No以外の具体的なことばで表すことや、自分から

発信することが難しい状況にある。 
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【活動内容と対象生徒の変化】 

●対象生徒の事前の状況 

○コミュニケーション：口の開閉によるＹＥＳ／ＮＯが明確で、表情が豊かであることを、昨年の同グループ

の教員だけでなく、今年度高等部で新たに生徒と関わった教員も感じていた。しかし、尋ねられたことに Yes

／No を応答することで意思表出することができる一方、自ら発信することが困難な状況にあった。 

○機器を利用した表出の学習経験：昨年度までの間に、朝の会などのルーティンの活動で、例えば、呼名係と

してビックマックやステップバイステップを使うなどの学習をしてきているが、場面に合わせた係としての

言葉の発信であり、自分の思いを機器で表すことはあまり経験していない。 

○スイッチ操作の経験：「手を動かしてくれる？」と声を掛けると右手に力を入れて動かそうとでき、手への意

識が高いので、昨年度までの間に、学部の授業で右手の甲等でビックマック等を押すことを経験してきてい

る。しかし、押した後に手の筋緊張を抜くことが難しいことがあった。一方、返事で大きく口を開閉する動

きはより随意的で調整しやすい様子があったため、言語の授業にて、顎の動きでスイッチを押すことを体験

した。昨年末の入院までの間に数回体験し、今年度の登校開始後６月頃より学習再開。 

 

●活動の具体的内容  

＜はじめに＞今年度は、気管切開の手術と呼吸器使用開始という状況からのスタートとなり、生活ペースが昨年まで

と変化した。登校できる日を確認しながら、本活動のできる時間をとるようにしていった。１回 30 分程度の活動

で、実施回数は約７か月間で 15 回程度となったが、今後も活動を継続・発展していきたい。 

 

 

 

 

 

 主な活動と評価ポイント 具体的な活動（・）/生徒の様子や確認できたことなど（★） 

 

導

入

期 

 

 

 

①iPadをスイッチで使うことの体験

（活動の導入） 

②使いやすいスイッチの検討。 

③スイッチ操作しやすい姿勢の検

討。 

・iPad タッチャーと顎操作スイッチを使用し、スイッチ操作による１回のタップ

で結果的に音が鳴るシンプルな仕組みのボーリングゲームを通して、使

いやすいスイッチの形状や位置・姿勢を検討した。 

 

 

 

 

前

期 

④「言葉が順に聞こえ、選択する仕

組み」の体験（選びたいものの音

声が聞こえた時にスイッチ操作す

ることができるかの確認）。 

 

⑤「機器から再生される音声」を人

からの話しかけ（肉声）と同様に

聴き取りやすいかどうかの確認。 

 

・活動の題材「懐かしい中学部教員からのビデオレター」 

（＊大好きな教員が明確であり、生徒の興味が高い内容を扱った） 

 

 

 

 

 

・「ビデオを見ます」「休憩します」：音声の選択で伝える。 

（口の開閉でやりとりしたことのある内容を、機器の利用でも扱った） 

＜中心的活動＞ 

「聴く力を生かして、ことばの選択により伝える経験」を iPadのアプリ Sounding Board（以下、SB） 

によるコミュニケーションボードのスイッチ操作で行った。その際、SBの「選択肢の言葉が順に再生され、

選択するとメッセージが再生される」機能（以下、聴覚スキャン）を活用した。 

 

 

 

 主な問いかけと応答の構成 

 

 

 

教員 

選択肢を聴く           生徒 

 

誰のビデオ見る？ 
「スイッチ操

作すること」で

選択 
「A先生」「B先生」 

「A先生」「B先生」・・・ 

選んだ

ビデオ

視聴 

★姿勢とスイッチについては、仰向けでの口の開閉による動き（顎）が最も随意的で安定していた。 

２択より選ぶ 
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中

期 

 

 

 

 

①SBにより一定秒間隔で聴こえる

「ことば」からスイッチ操作で選ぶ

仕組みを知る（１） 

～視聴したいビデオレターを２択の

音声提示（教員名）から選択～ 

 

※①～②を通じて、選択しやすいス

キャン秒数（順に聞こえる間隔）の

確認。…３、４秒で実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・題材「懐かしい中学部教員からのビデオレター」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「A先生」「B先生」の音

声と同時にピンク枠が

順番に移動。 

Sounding Board 

 

 主な問いかけと応答の構成 

 

 

 

教員 

SoundingBoad         

             選択肢は２巡する        生徒 

誰のビデオ見たい？ 
スイッチ操作

で選択「A 先

生！」 

「A先生」「B先生」 

「A先生」「B先生」 
ビデオ

視聴 

この活動を通じて確認できたこと/生徒の様子（ ） 

★SBの仕組みになっても、生徒は言葉を聴いてスイッチで選択して表すことができる様子があった（４回中３回、特に

好きな教員の名前を選択できた。選択した結果の音声が聞こえると「にこっ」としていた）。 

★スキャン秒数（順に聞こえる間隔）が３秒ごとでは、音声を聴いてスイッチONすると、次に提示された音声が選択さ

れてしまうことがある（→再検討）。 

 

 

 

Sounding Board 

 

中期以降、iPadのアプリ Sounding Board（SB）を使用した。 

聴覚スキャン（言葉が順に再生される）＋顎スイッチ（スイッチインターフェイス：でき iPad使用）。 

Sounding Board 

 

使用アプリ⇒Dcelvoice   

分割された各エリアに音声・画像を貼り付けられる。 

当初、都の ict環境の事情で、SBをスイッチコントロールで 

使えない状況だったため、聴覚スキャンとスイッチ操作の 

仕組みを手作り的に実施するために本アプリの音声再生機能を利用し

た。選択肢の音声提示間隔は、SBと違い、生徒に合わせてゆっくりと手動

で行った。（※SB の自動的に一定秒間隔で音声が聞こえる仕組みへの導

入になった。） 

 
Dcelvoice 

この活動を通じて確認できたこと/生徒の様子（ ） 

★「選びたいものの言葉を聞いた時にスイッチ操作する」ということができた（大好きな教員の名前を選ぶ回数は、他の

教員よりも多くかった）。 

★数回体験を重ねると、選択肢への見通しが持て、聴いて確認する回数が減る（初めは４～５回選択肢を聴いてから

スイッチ操作をしていたが、確認する回数はだんだんと減り、顎スイッチの動きがはっきりとしていった）。 

★生徒自身が思う通りに選択できたと感じている様子があった（選択した結果の音声に耳を傾けて笑顔になり、さらに

口での返事もしていた）。 

★思いを決めやすい内容では、すぐに選べていた（「ビデオを見る・休憩」の意思伝達：人の選択と違い、２回聴くだけ

で選ぶことができた）。 

 ★ここまでのまとめ：他者のことば・肉声を聴き選択的に返事をする日常の応答の仕方を、録音音声の選択肢とス

イッチ操作に置き換えた状況でも、生徒は選択的に思いを表すことができるようだ。 

 

https://itunes.apple.com/jp/app/miaokeruseruboisurekodalite/id604551203?mt=8
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②一定秒間隔で聴こえる「ことば」か

らスイッチ操作で選ぶ仕組みを知

る（２）…他の使い方を体験（気持

ちを伝える） 

 

 

 

 

 

 

・題材「先生の演奏を聴いてコメントする」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後

期 

●SBを使い、「ことば」を聴いて選び

伝える経験を重ねる。～中期の

活動を合わせた活動等～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

以降の活動例 

・演奏してもらう人や、感想のコメン

ト等の選択肢を増やす。 

・昼休みにしたいこと等を選ぶ。 

・日常場面で、一緒に活動したい先

生を選ぶ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・主な活動～「演奏してほしい先生を選ぶ」→「感想を伝える」～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 主な問いかけと応答の構成 

 

 

 

 

 

 

教員 

      SoundingBoad    生徒          SoundingBoad     生徒 

選択肢は２巡する              選択肢は２巡する 

                

誰の演奏を 

聴く？ 

スイッチ

操作で選

択・発信

「いいで

すね」等 

「A先生」 

「B先生」 

「C先生」 

 

♪教員

の演奏 

「○○先

生！演奏

してくだ

さ ー

い！」 

「すごい！最高」 

「いいですね」 

「拍手」「もっと 

練習して下さい」 

 

この活動を通じて確認できたこと/関連する生徒の様子（ ） 

★相手の反応を期待して言葉を選ぶような楽しく自分らしい表現をする様子。（教員の演奏後の感想では、定番の「もう

１回！」等よりも「もっと練習して下さい」を選び、周囲の笑いを誘った。その際、まずスキャンの言葉を聴いて「にこっ」

としてからスイッチ操作をしていた） 

★選択肢を３択～７択へと徐々に増やしていっても、選べる様子が出てきた。 

★後期の終わり頃、「選択肢を考える」「よく聴く」「大きく口を開けて操作する」という場面ごとの行動がはっきりとしてき

た。（以前は、選んでいない時にも口がもぐもぐ動く/顎の動きが小さく ONにならない/選択肢をじっと聴いていてスキ

ャンが終わる傾向もあった） 

★選択しない場合は、まだ決まっていなかったり、他のボードを提示すると選ぶなど、何か理由があるようだ。（・・・詳細

を報告者の気付きとエビデンス欄に記載） 

SB では「誰に」を選択すると「何

をしてほしい」かを選ぶボードへと

繋がるなど、２種のボードをリンクさ

せることができる。 

しかし、生徒とこの仕組みで活動

したところ、２つ連続で選択すること

はまだ難しい様子があり、１場面で

１回の選択をする活動を展開しつ

つ、選択の種類を増やしていった。 

 

Sounding Board 

 

 主な問いかけと応答の構成 

 

 

 

         

 教員          SoundingBoad       生徒 

        選択肢は２巡する 

                

先生の演奏はどう？

○○君の感想をどう

ぞ！ 

スイッチ操作で

選択「いいね、

最高…！」等 

「いいね、最高！」 

「がっかり」 

 

♪教員

の演奏 

この活動を通じて確認できたこと/生徒の様子（ ） 

★選択肢を確認してから選んでいる（スキャン１巡目で聴いてにっこりした選択肢を、 

２巡目で確実に選択していた）。 

★SBでは、まずスイッチ ONすると選択肢のスキャンが開始するという仕組みにも 

気付きつつある（感想を問いかけるとスキャン開始のスイッチ ONを自主的にできる時があった）。 

★スキャン４秒ごとで選びやすい傾向（顎スイッチ操作に時間がかかった時などはタイミングがずれることもある）。 

 
演奏を聴く様子 

 



5 

●対象生徒の事後の変化 

○中期～後期前半頃までは、聴いていて選ばないままでスキャンが過ぎること等があったが、「～君はどうしたい？A、

B、C、・・・・色々あるけど、気持ちが決まったら教えてね」などのように問いかけて、選択肢の紹介と事前の考える間

があると、「考える」「選択肢のことばをよく聴く」「選ぶ操作をする」という様子がはっきりしてきた。気持ちが決まると、

スキャン開始のスイッチ ONを自分で行っていた。 

 

 

 

 

 

 

○中期頃までは、スイッチ操作をしてもタイミングがずれてその次の選択肢が ONになってしまったりすることがあった

が、ことばを聴くときに口を動かさずにじっと集中し、選びたいことばを聴くとスイッチ操作の口の開閉を素早くするよう

になってきた。 

○日常場面で SBを即時的に活用するとすぐに選んで伝えることができた（ある活動をする際、好きな先生が側にいて

気持ちが決まっている様子の時に、教員選択のボードを使用した）。 

 

 

 

 

 

 

 

【報告者の気づきとエビデンス】 

A）選択肢の言葉をよく聞いて、自分の思いと合うものを選ぼうと意識しながら SBを使うようになってきたようだ。 

B）スイッチ操作が安定してきて、スキャン間隔に適したタイミングと長さで操作するようになってきた様子がある。 

C）SBを活用した取り組みから、SBを活用しない日頃のコミュニケーションにおける配慮点も整理できたのではないか。 

 

 

 

 

 

●エビデンス（VTRより起こした記録をもとに、活動文脈から示されたエビデンス） 

A）選択肢の言葉をよく聞いて、自分の思いと合うものを選ぼうという意識について 

①適したスキャン秒数がまだわからない時期での活動で、操作がうまくできた時とそうでない時に応じた表情をはっきりと表し

ていた。 

         

 

スキャン開始

のスイッチ ON

を自分で行う。 

 

順に聞こえる選

択肢を聴いて表

情を変える。 

・・・「もっと練習

してください」を

聴いて笑顔に。  

選択する時の

スイッチ ON

の場面。 

スイッチ操作

の結果、選んだ

メッセージが

聞こえて「にこ

っ」とする様

子。 

スイッチ操作をしたのに、口の開け方が長かっ

たため、選ぼうとしたものと異なることばが選

択されてしまった場面。生徒は、目をきょろき

ょろさせていた。写真は「もう１回やってみ

る？」と聞かれても、唇に強く力を入れていた

表情の様子。 

 

●実践全体を通して 

生徒は、聴いて言葉を選び自分のスイッチ操作でメッセージを伝える仕組みについて、まず、選択肢の言葉がゆっ

くりと生徒の様子に合わせて聞こえる環境で理解した。その後、一定間隔で聞こえる選択肢の言葉から選ぶ仕組み

の中で、「考える」「じっと聴く」「操作する」といった各場面で行うことに見通しをもって臨む様子になった。スイッチ操

作もタイミングと適度な力での動きを自分で習得していった。 

 

 

選ばないまま選択肢のスキャンが終わった時の状況分析から、選ばない時 

にはその時ごとに何か理由があることと、話題によって答え方の様子が異なる 

ことが導かれ、そのような場面でのやりとりの配慮点が示唆された。 
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②選択肢が事前にわからない場面では、スキャンを聴きながら選択肢を知った上で、選ぼうとしていた様子があった。 

 

 

 

 

 

 

⇒このことから、当初選ばなかった回のスキャンでは、まず選択肢を知ろうとして聴いていたため選ばなかったことが示

される。 

 

B）スキャン間隔に適したタイミングと長さで安定的に操作する様子について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C）SBを活用しない日頃のコミュニケーションにも関連するやりとりの配慮点ついて 

スキャンが終わるまで選択しなかった時の様子を分析すると、次の２点のポイントが挙げられた。 

① 選びたいものが選択肢にない時やまだ決まっていない時などに選ばない様子があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～スキャンが終わるまで選ばない時のやりとりの文脈の記録例～ 

●「他の人がいい？」という問い方では返事がなかったが、 

他の具体的選択肢をボードで示すと選んでいた。 

●教員「違う人を入れたい？」‐生徒：Ｎｏ（口を閉じる） 

→教員「まだ、考え中？」‐生徒：Ｙｅｓ（口を開ける） 

→教員「決まったら返事をしてね」 

→生徒：しばらくして自発的に返事（口を開ける） 

→そのまますぐに、同ボードから選択した。 

●教員「～君が思ったことはなかった？」‐生徒：Ｙｅｓ（口の返事） 

→教員「他のボードを使う？」‐生徒：Ｙｅｓ（口の返事） 

→生徒：他のボードで選択した。 

 

その時使うボードの内容をまだよく知らない場合は、選択肢を事前に伝え、言葉のスキャンを開始すると

選びやすい。しかし、教員が選択肢を事前に伝えないままスキャンを始めてしまった時、生徒は選ばなかっ

た。そこで再度、事前に選択肢に何があるかを伝えてからスキャン開始すると、１巡目に選択肢の言葉の前

半が聞こえた時点でスイッチＯＮして選択した。この時に選択したのは、当初選ばなかった回の場面で、ス

キャンを聞いて「にこっ」としていた言葉だった 

表１ SB でのスイッチ操作（口の開閉）にかかる平均時間の変化 

時期 9 月 10 月前半 10 月後半 12 月 1 月 

時間 2 秒 74 1 秒 15 １秒 82 0 秒 56 １秒 10 

 

 

 

表２ SB でのスイッチ操作のスムースさに影響する様子 

時期 

様子 

9 月 10 月 

前半 

10 月 

後半 

12 月 １月 

タイミングのずれで、次の言葉が選択される ２回 ２回 なし ２回※ なし 

選択した言葉以外でも口を動かしている ４回 １回 １回 なし なし 

 

※「誰に」「何を」とい

うボードのリンクに挑

戦した時期のため、理解

しにくくなった事が影

響した可能性がある。 

② 口を開ける時間が長くてタイミングがずれ、次の選択肢で ON となったりする誤操作がなくなっていった。このこ

とは、表１のようにスイッチ操作にかかる時間が短くなってきたことが関係すると思われる。 

また、口を動かさないで選択肢をよく聴いて、選ぶ時に‘ササッと’スイッチ操作するようになってきた。そのた

め、はっきりと選んだことが関わる大人側も感じられる。 

 

① スムースに適度な力で操作することを習得していった。 

以前は口を開け方が大きかった時があり、閉じるまでに少し時間のかか

ることもあったが、スイッチ操作での口の開閉にかかる時間が短くなって

きている様子がある。 

 

１回分の活動におけるスイッチ操作

の平均時間（口の開閉時間÷操作回

数）。 

時期によってやりとりの文脈や活動

時間が違うため、操作回数は４～８回

と異なる。 

スイッチ操作は「スキャン開始時」と

「選択時」の両方を含む。（活動は約

２回に１回 VTR 撮影でき、VTR より時

間を計測。11月頃は活動に十分な時間

をとれていない）。 
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② はっきりとして言いやすい話題ではすぐ答えているが、迷ったり考えたりすることもある話題や場面などで選択肢の

スキャンが終わることがあった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●まとめ 

〇生徒が理解していること感じていることの豊かさから、生徒の頭の中にあることを表してもらいたいという思いが出発

点だった。そのため、暑い・寒いなどの生理的なことや、あいさつなどの定番の言葉よりも、先生へのコメントなどなる

べく生徒の思いが反映されやすいものを中心に題材とした。教員の演奏に「もっと練習して下さい」「かわいいですね」

などのコメントをしていたことは、関わる大人も嬉しく、生徒らしさを感じる瞬間だった。 

〇iPadの SB という先進的な機器を使うにあたっても、基本として大切なことは、生徒の心の動きに気付きながら関わる

ことだった。選ばない時の理由を理解しようとする姿勢や、事前に考えてからスキャンを開始するように間をとるなど

の配慮がなければ、生徒にとって身近で意味のあるツールになっていかないだろう。 選択場面では、問い掛けた側

は選んでもらいたい気持ちになりやすいが、「選ばないという行動も表現のひとつであり、それが意味していることは

何か」に目を向けることの大切さを改めて学んだ。 

 

●今後に向けての見通し 

今年度の活動は、「聞いて言葉を選ぶことによって伝える仕組み」を理解し、使い方を習得していく過程となった。問

い掛けに対して答える場面において、自分の行動（SBの音声を聴き取ってスイッチ操作）で答える活動を通じて学習を

●生理的なことなど、はっきりとした内容 

・「暑い？寒い？」という質問には、スキャン１巡目ですぐに答えた。 

・一緒に活動したい教員が事前にはっきりと決まっている時など、スキャン１巡目ですぐ選ぶ。 

 

●自分がどうしたいか等の希望に関するもの・迷いが生じる可能性があるもの 

「A先生-にこっとする」「B先生-もっと笑顔」などと、一つひとつの選択肢を 

よく聴きながら色々と思いが生じて感情が表情に表れている間に、 

選択のタイミングが過ぎることが見られた。 

 

 

スキャンの言葉にじっと傾聴している時は目を上方に寄せる。 

ある言葉を聴き、わずかに「にこっ」とした表情。 

 

 

 

SBの活用場面から示唆される、コミュニケーションの配慮点 

★選ばないことには理由があるという視点 

・・・特に、話題が希望や迷いが生じる可能性のあるものならば、「まだ考えている・迷っている」「スキャンで選択肢を聞い

て気持ちが変わった」「選びたいものがない・他のボードで選びたい」などが考えられる。 

★選べなかったと捉えず「選ばないという行動で表現していることは何か」という視点をもって対話すること 

・・・SB を使って選択する方法だけにとらわれず、「今、考え中かな？」「他のことが言いたいの？」「思いが決まったら、返

事で教えてね」などその時の思いを理解する姿勢。（生徒の考え方に合うボードを作成していくためにも） 

★問いかける際の事前の配慮 

…SB を使って答えるにあたって、事前に選択肢を伝えておき、「思いが決まったらスイッチ ON（スキャン開始のこと）して

ね」などの一言を加えるなど、考える間を意識して設ける問い掛け方も大切なのではないか。 

 

これらのポイントは、生徒の考え方を反映しており、SBを使わない場面での生徒とのコミュニケーションでも意識しておき

たいことではないか。また同時に、SBを使ったコミュニケーションの学習という面で留意するとよいポイントも示唆している

のではないか。 
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行ってきたが、今後は、SBに日常的に使う言葉を入れて、自分から発信する体験もできるようにしたい。本活動で使っ

てきたコメントボードを他の授業場面でも使ったり、家庭で家族を呼んだりするなどを考えている。また、他の使い方を知

る機会として、自分の好きな音楽を選んで聴く使い方なども行い、自分の時間を過ごすツールとしても活用できるとよい

と思う。iPadを家庭も含めて日常的に使うためには、安価でかつ支援者が誰でも使いやすいシンプルな作りのスイッチ

インターフェイスが必要となる。また、使う場面の広がりという点では、車椅子姿勢でのスイッチの位置などを考えていく

必要がある。 

 

 


